
  

①農産物の把握
　

　・歴史的背景
　　　農業・農産物の変遷を知る
　

　・地形と気候
　　　適材適所な農産物を知る
　

　・他の産地との差異
　　　先進性のある農産物を知る

地域資源の把握と活用

②人的資源の把握
　

　・農業者の技術
　　　特徴のある取り組みを知る
　

　・商工業者の技術
　　　特徴のある取り組みを知る
　

　・団体力、組織力
　　　強みとネットワークを知る

③その他資源の把握
　

　・食文化
　　　郷土料理、ご当地グルメを知る
　

　・異業種連携
　　　各業種のニーズを知る

①農産物の活用
　

　・ストーリーを付加価値へ

　・オリジナリティを付加価値へ

　・栄養・健康機能を付加価値へ

②人的資源の活用
　

　・安全安心を付加価値へ
　

　・栽培技術を付加価値へ
　

　・加工技術を付加価値へ
　

　・人のかかわりを付加価値へ

③その他資源の活用
　

　・津山らしさを付加価値へ

　・各産業の連携を付加価値へ

独自の流通システム

【会議体の設置】

つやまFネット

地域資源

イベント

PR（情報発信）

（全体会）

（分科会）

Food(食料)、Farmer(農業者)、Fresh(新鮮さ)、
Flexibility(柔軟さ)、Fit(適した)

・計画推進プロジェクト
　

・新商品開発プロジェクト

【農業者と商工業者のマッチング】

目的：情報の共有と計画の着実な実行

目的：連携のきっかけ作りと商品開発

・契約栽培
　

・未利用部分の活用
　

・商品開発等の連携
　

・機会の創出

【市民、消費者との連携】
目的：市民と創る新しい価値

試作と試食 → 愛される商品
　

於：農家レストラン、各イベント

＋＋

計 画 の 名称：「津山市農商工連携推進計画」
 

推  進  主  体：　津山市農商工連携推進団体
 

計画実施期間：　H24.4.1～H34.3.31(10年間)

農商工連携推進団体 地域資源

把握

活用
情報共有

市民との連携

★農業の活性化
　

★商工業の活性化
　

★地域の振興



H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33
つやま
Fネット

地域資源
分科会

イベント
分科会

PR
分科会

計画推進
PJ

新商品
開発PJ

歴史的背景 ■

地形と気候 ■

他の産地との差異 ■

農業者の技術 ■

商工業者の技術 ■

団体、組織 ■

食文化 ■

異業種連携 ■

農産物の活用 ■

人的資源の活用 ■

その他資源の活用 ■

全体会議 ■

地域資源分科会 ■

イベント分科会 ■

PR分科会 ■

計画推進PJ ■

新商品開発PJ ■

情
報

ICTの活用 ■ ■ ■ ■ ■ ■

契約栽培 ■

未利用部分の活用 ■

交流会 ■ ■ ■

物産展 ■ ■ ■

消費者との連携 ■ ■ ■
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項　　　　　　　　目

地
域
資
源
の
把
握

農
産
物

■農業者
　津山市農業士協議会、JAつやま、JA勝英、おからく

■商工業者
　津山市農村生活交流グループ協議会、津山商工会議所、
　作州津山商工会、津山飲食業組合、津山菓子組合

■教育機関
　岡山大学

■専門機関
　つやま新産業創出機構

■行政
　岡山県(美作県民局農業振興課、津山普及指導センター)、
　津山市(農業振興課、経済振興課、新産業創出課)

■農業者
　津山市農業士協議会、JAつやま、JA勝英、おからく

■商工業者
　津山市農村生活交流グループ協議会、津山商工会議所、
　作州津山商工会、津山飲食業組合、津山菓子組合、
　観光協会

■教育機関
　岡山大学、美作大学、津山高専、地元高校等

■専門機関
　つやま新産業創出機構

■行政
　岡山県(美作県民局農業振興課、津山普及指導センター)、
　津山市(農業振興課、経済振興課、新産業創出課)

〒708-8501
岡山県津山市山北520番地

　
TEL(0868)32-2178   FAX(0868)24-0881



 

 

 

 

 

津山市農商工連携推進計画 
 

～農商工業者と市民が連携した新たな仕組み創り～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年３月 

岡山県津山市 

リーフレット版 


